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１　研修の概要

令和３年度の川口市政策課題共同研究研修は、入

庁３～ 14年目の主事・技師級の職員のうち受講希

望者を対象として実施しました。

上級職員研修「政策形成能力開発講座」（２日間

研修）の修了者が、政策形成能力をさらにステップ

アップさせるための研修で、平成７年度から実施し

ています。

今年度は、期間を４ヶ月から２ヶ月に短縮し、企

画書も論文形式からワンペーパー形式に変更し、よ

りスピーディーに実践的な研修になるように見直し

を図りました。

２　研修の進め方

４～５人のグループに分かれて、外部講師による

講義４日と、グループ討議３日（半日単位で６回、

グループごとに自由に設定）の計７日間の研修です。

講義１日目は、「問題発見と現状調査・分析」で、

上級職員研修で学んだことの復習と、民間の調査・

分析手法を学びました。

講義２日目は、「政策の立案と資料作成技法」。ワ

ンペーパー資料の作成方法やわかりやすい表現方法

を学びました。

講義３日目は、「政策案の彫琢（ちょうたく）」。

グループごとに中間発表した後、グループ対抗ディ

ベートを行い、実行可能性を高めるための視点を学

び、政策案に磨きをかけました。

講義４日目（最終日）は、プレゼンテーションの

講義の後、午後から発表会を行いました。

３　研修テーマ

今年度は「川口市を住みたい街ランキング１位に

する」ための政策案を市長から求められたという設

定で進めました。川口市は民間の調査会社による「住

みやすい街ランキング」で２年続けて優勝しており、

「住みやすい」から「住みたい」と選ばれる自治体

になるため、このテーマにしました。

４　研修成果について

本研修では各グループの研究成果として、企画書

をもとに発表会を実施しています。今年度は新型コロ

ナウイルス感染症の関係もあり、発表会は研修生の

みで実施しましたが、庁内イントラネットに企画書と

発表時の音声を掲載し、広く庁内に周知しました。

研修生同士の評価では、１位は１班「魅力発信 

再発見 川口公園ＭＡＰプロジェクト＋」でした。

今回は各グループが実際に作成した企画書を全て御

紹介します。

実際の政策として実施するには粗削りですが、若

者らしい発想に納得させられる部分もありました。

また、市の政策を真摯に考えた経験は貴重な財産と

なり、中堅職員として大きく成長することができた

のではないかと思います。

令和３年度 政策課題共同研究研修
～川口市を住みたい街ランキング１位にするには～

川口市総務部職員課
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